
不登校児童生徒支援ネットワーク整備事業 
教学指導課心の支援室 

１事業の趣旨 

不登校児童生徒の早期発見・早期対応をはじめ、より一層きめ細かな支援を行うため、地域支援

センターを中心とした不登校対応に関する中核的機能を充実し、学校・家庭・民間を含む関係機関

が緊密に連携した地域ぐるみのサポートネットワークの整備に係る実践的な調査研究を行う。 

２事業概要 
 
 
                                    

 

        

                              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３予算額 

 3983 万 6 千円 

＜参考＞不登校児童生徒（30 日以上）の在籍比の推移（人、％）〔公立・国立・私立を含む〕（文部科学省調査）

 項目／年度 12 13 14 15 16 17 18 

 人 数（県） 686 729 620 608 576 597 630

 在籍比（県） 0.51 0.55 0.47 0.47 0.44 0.46 0.49

 在籍比（全国） 0.36 0.36 0.36 0.33 0.32 0.32 0.33

 

小
学
校 

在籍比全国順位 (5) (4) (6) (5) (7) (4) (3) 

 人 数（県） 1,826 1,933 1,820 1,770 1,947 2,020 2,061

 在籍比（県） 2.51 2.71 2.63 2.61 2.94 3.08 3.18 

 在籍比（全国） 2.63 2.81 2.73 2.73 2.73 2.75 2.86

 

中
学
校 

在籍比全国順位 (29) (25) (26) (26) (12) (7) (8) 

 

総合教育センター 

・ 不登校児童生徒への適応指導に関するプログラムの開発や訪問指導マニュアル

の作成等、不登校に関する総合的な「研究」 

・ 専門家等の「人材情報」の提供 

・ 不登校支援ネットワークづくり「連続講座」の開催 

・ 教員や適応指導員等の「研修交流会」               等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

広域支援センター（１ヶ所） 

学 校 家 庭（児童生徒・保護者）

関係機関 

児童相談所 

精神保健福祉センター

大学・医療機関 

ハローワーク 

特別支援学校 

民間施設・ＮＰＯ 等

連 携 

 地域ネットワーク（単独又は複数市町村） 

   （同一市町村への委託は３ヵ年） 

 

支 

援 
巡回訪問指導員（６名） 

・中間教室のない市町村の学校訪問・適応指導 

・ひきこもり傾向にある児童生徒の家庭への訪問指導 

助言指導、研修 助言援助、訪問指導 助言指導、研修

 

 

・学校、中間教室、関係機関における情報の収集 

・関係機関等との連絡調整 

・中間教室適応指導員への助言・指導 

・家庭にひきこもった児童生徒への訪問指導 

・研修会の開催                  等 

地域支援センター（10 ヶ所） 

市町村教育センター・相談センター（中間教室） 

ＮＰＯ・民間施設 

・指導計画や体験活動プログ

ラム、訪問指導マニュアル

等の共同開発・実施 

・居場所の運営 等  

連携

連  携 

中間教室

支
援
セ
ン
タ
ー
や

中
間
教
室
の
な
い

地
域
・
学
校 

関係機関 

青少年教育施設 児童委員  

医師 保健所 

少年サポートセンター 

児童相談所（メンタルフレンド）


